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試してみたら、これは便利！
保育ICT活用術
ICTを使った園内研修で
同じ認識で子どもと向き合う
エコロジカルな園庭へ
再生のための実践ゼミ
小さな生態系こそ手入れをしたい
保育ナビエッセイ
こんな園があったらいいな
「食」を通して生活世界を味わい、
編み直していく園

　「遊びの深まり」を
園でどう実現するか　

2027年3月告示予定！
3要領・指針改訂の重要キーワード
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園長・主任・学年リーダーにおすすめのコ
ーナーを選んでマークを表示しています。

まずは、自分で読み
ます。回覧したりし
て、園内でも各自で
読みます。

読む

読んだ記事をもとに、
園内で「雑談」をし
たり「研修」をした
りしてみましょう。

語り合う

マークのついているコーナーでは、関
連動画があります。

子どもたちのより良い育ちを目指す
これからの保育
国の3要領・指針改訂のポイントが見え
てきた今、その本質を正しく捉え、日々
の保育へどのように取り入れていくかが
重要になります。今回の特集では、改訂
の変更点をもとに具体的なヒントを委員
の先生方にうかがいました。本特集が子
どもたちの「遊びの深まり」について読
者の皆さまと共に考えていくきっかけと
なり、明日からの保育を支えるヒントに
なれば幸いです。
　　　　　　　　　−−−『保育ナビ』編集部

『保育ナビ』は、
編集委員が
サポートしています。
秋田喜代美（学習院大学）

浅井幸子（東京大学）

大方美香（大阪総合保育大学）

大豆生田啓友（玉川大学）

北野幸子（神戸大学大学院）

古賀松香（京都教育大学）

境 愛一郎（共立女子大学）

汐見稔幸（東京大学名誉教授）

砂上史子（千葉大学大学院）

松井剛太（香川大学）

無藤 隆（白梅学園大学名誉教授）

矢藤誠慈郎（保育のデザイン研究所）
敬称略　５０音順

『保育ナビ』の使い方

読み、話すことで、
園内で学び合い・語
り合いが生まれ、保
育の質が高まります。

保育の質の向上へ

マークのついているコーナーではワー
クシート等のダウンロードができます。

右の二次元コードからアクセ
スするか「保育ナビ」で検索
してください。

園長 主任 学年リーダー

マークのついているコーナーでは、園
内で話し合うためのお題・ワークを用
意しています。職員会議や園内研修な
どでご活用ください。

【今月のおすすめ】

2026年度は、「子どもといるワクワクが広がる！　園がまちの『未来』になる」
をコンセプトに、内容をお届けします。

園 主 リ

編集委員から読者の皆さんへの
メッセージを月替わりで配信します。
詳しくはP.32へ！

『保育ナビ』が
伝えたいこと

保育ナビ
※ダウンロード期限は、2027年3月31日までです。
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※本特集は2026年8月4日までの内容をもとに作成したものです。最新の情報は文部科学
省・こども家庭庁の公式サイトからご確認ください。

文部科学省

　2027年3月に告示、2028年4月より施行予定の3
要領・指針について、文部科学省 中央教育審議会 
初等中等教育分科会 教育課程部会 幼児教育ワー
キンググループ（以下、文部科学省 幼児教育WG）
とこども家庭庁 こども家庭審議会 幼児期までの
こどもの育ち部会 保育専門委員会（以下、こども
家庭庁 保育専門委員会）では2025年10月より議論
が重ねられてきました。全10回の検討会ののち、
2026年8月4日に「幼児教育WG・保育専門委員会 
取りまとめ（案）※会議後修正」が出されました。
　本特集ではこの取りまとめ（案）の内容を踏まえ
て、委員の先生方にお話を聞きました。

秋田喜代美（学習院大学教授・東京大学名誉教授）監修

こども家庭庁

イラスト／サリー
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３
要
領
・
指
針
は
現
在
、２
０
２
６

（
令
和
８
）年
度
末
ま
で
に
告
示
が
な

さ
れ
、２
０
２
７（
令
和
９
）年
度
が
周

知
期
間
、そ
し
て
２
０
２
８（
令
和
10
）

年
度
か
ら
の
全
面
実
施
に
向
け
て
改
訂

の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に

重
要
な
点
と
し
て
こ
こ
で
は
３
点
を
挙

げ
ま
す
。

　
1 

今
回
の
3
要
領
・
指
針
の
改
訂
に

向
け
て
の
幼
児
教
育
Ｗ
Ｇ
・
保
育
専
門

委
員
会
取
り
ま
と
め
ま
で
の
道
の
り
に

お
い
て
、こ
れ
ま
で
と
最
も
大
き
く
異

な
る
点
は
、幼
稚
園
教
育
要
領
、保
育

所
保
育
指
針
、幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
教
育
保
育
要
領
の
順
に
３
つ
の
委

員
会
が
立
ち
上
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
課

題
を
抽
出
し
、改
訂
の
検
討
を
行
っ
て

い
た
の
に
対
し
、こ
ど
も
家
庭
庁
が
で

き
て
初
め
て
の
今
回
の
改
訂
に
お
い
て

は
、文
部
科
学
省
の
幼
児
教
育
Ｗ
Ｇ
と

こ
ど
も
家
庭
庁
の
保
育
専
門
委
員
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
だ
け
で
は
な
く
、合
同

で
会
議
を
開
き
、議
論
の
ま
と
め
を
１

本
で
作
っ
た
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
そ
の
１
本
で
の
ま
と
め
と
す

る
た
め
に
、議
論
の
ま
と
め
に
お
い
て

「『
幼
児
教
育
』と
は
、０
歳
〜
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
幼
稚
園
、保
育
所
、認

定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
」と
注
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
と

思
い
ま
す
。こ
こ
で
の「
幼
児
教
育
」と

は
３
歳
か
ら
で
は
な
く
、０
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
2 

そ
し
て
こ
の
議
論
の
ま
と
め
の

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て「
資
質
・
能
力

の
育
成
に
向
け
た『
遊
び
の
深
ま
り
』

の
実
現
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大

事
で
す
。何
の
た
め
の
改
訂
か
と
言
え

ば
、実
現
し
た
い
の
は
、資
質
・
能
力
の

育
成
で
あ
り
、そ
れ
は「
遊
び
の
深
ま

り
」を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能

と
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
全
て
の
乳
幼
児
に
対
し
て

質
の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
す
る
た
め
、

設
置
者
や
施
設
類
型
に
関
わ
ら
ず
、幼

児
教
育
施
設（
幼
稚
園
、保
育
所
、認
定

こ
ど
も
園
）に
お
い
て
、資
質
・
能
力
の

育
成
に
向
け
た『
遊
び
の
深
ま
り
』の

実
現
を
図
り
、幼
・
小
・
中
・
高
を
通
じ

た
学
び
の
改
善
を
図
る
」と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で「
遊
び
」に
つ
い
て
は
自

発
的
な
遊
び
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、今
回
は「
遊
び
の
深

はじめに

０
歳
児
か
ら
の
幼
児
教
育
と

「
遊
び
の
深
ま
り
」

ま
り
」と
い
う
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
遊
び
の
深
ま
り
」と
は
一
体
ど
ん
な

こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
各
園
で
も
具
体
的

な
自
園
の
事
例
を
通
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。で
す
の
で
、

今
回
の
特
集
で
も
、こ
の
点
を
中
心
に

し
て
座
談
会
を
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
3 

実
際
の
議
論
が
多
様
な
視
点
か

ら
な
さ
れ
、議
論
の
ま
と
め
で
は
、９

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す（
P.6
参
照
）。

　

以
上
1
、
2
、
3
の
点
は
い
ず
れ
も

大
事
で
す
が
、今
回
の
特
集
で
は
特
に

園
で
の
日
々
の
実
践
と
切
り
離
せ
な
い

「
遊
び
の
深
ま
り
」と「
指
導
・
評
価
の

改
善
充
実
の
在
り
方
」、「
養
護
等
の
改

善
充
実
の
在
り
方
」の
３
点
の
内
容
に

焦
点
を
当
て
て
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

プロフィール●秋田喜代美（あ
きた きよみ）／学習院大学　
教授。東京大学名誉教授。こど
も家庭庁 保育専門委員会 委員
長。文部科学省 教育課程部会 
教育課程企画特別部会 主査代
理。こども誰でも通園制度の制
度化、本格実施に向けた検討会 
座長。

秋田喜代美
（学習院大学）
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イラスト／くわざわゆうこ　写真／渡辺 悟 18２０２６．１１

『
保
育
ナ
ビ
』

対
談

汐見稔幸永田佳之

〜
周
辺
領
域
と
の
交
わ
り
か
ら

「
子
ど
も
中
心
」
の
そ
の
先
へ

世
界
と
共
に
生
き
る
人
間
に

な
っ
て
い
く
教
育

保
育
・
教
育
の

未
来
を
探
る

汐見稔幸
監修第

　
　
回

　
保
育
は
、
人
間
を
育
て
る
と
い
う
、
あ
る
意

味
で
た
い
へ
ん
難
し
い
仕
事
で
す
。
人
間
と
文

化
の
あ
り
方
、
そ
し
て
人
間
と
社
会
の
あ
り
方

の
根
本
に
立
ち
返
っ
て
保
育
と
い
う
営
み
を
考

え
る
こ
と
な
し
に
、
本
当
の
保
育
は
見
え
て
こ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
方
々
を
お
招
き
し
、「
人
が
生
き
る
こ
と
と
持

続
可
能
な
社
会
」「
本
当
の
学
び
と
は
」
と
い
う

問
い
を
軸
に
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
・
教
育
、
そ

し
て
私
た
ち
の
生
き
方
を
照
ら
す
光
を
探
っ
て

い
き
ま
す
。
今
回
は
、長
年
に
わ
た
り
Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
や
ユ
ネ
ス
コ

の
教
育
思
想
の
最
前
線
を
切
り
拓
い
て
き
た
永

田
佳
之
先
生
と
お
話
し
し
ま
す
。（
汐
見
稔
幸
）

保
育
と
社
会
を
つ
な
ぐ

ア
プ
ロ
ー
チ

23
対
談
は
２
０
２
６
年
５
月
１
日
に
聖
心
女
子
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
共
生
研
究
所
で
実
施
。写
真
は「
黄
金
の
林
檎
」壁
画
前
で
。

（聖心女子大学教授） （東京大学名誉教授）



と
の
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
は

っ
き
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
関
係
が
、

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
多
様
な
視
点
や
専
門
性
を

も
つ
人
た
ち
が
園
の
中
に
い
た
ら
、
保

育
者
だ
け
で
抱
え
込
む
現
状
を
変
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
私
か
ら

気
に
な
る
保
護
者
に
声
を
か
け
る
な
ど

し
て
、
職
員
や
協
力
者
の
か
た
ち
で
園

に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

酒
田
市
内
で
人
気
の
カ
フ
ェ
を
営
む

保
護
者
と
は
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
る

前
の
園
見
学
時
に
意
気
投
合
。「
新
し
い

園
舎
が
で
き
た
ら
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
憩

い
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
た
い
の
で
、
そ

の
時
は
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
話

し
、
２
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
「
あ
の
時

の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
来
ま
し
た
」

と
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

も
う
１
人
、
他
県
か
ら
の
移
住
で
、

パ
ン
屋
さ
ん
を
営
ん
で
い
た
保
護
者
と

インタビュアー
大豆生田啓友
（玉川大学）

少子化を
チャンスに変える！

多機能化 と 
地域共創
今、少子化の中でも、まちや地域において、
園の可能性が様々な形で生まれています。今
後の園づくりのカギとなる多機能化と地域共
創のチャレンジをリスペクト型マネジメント
の視点から紹介します。

リスペクト型マネジメントの詳細は
ここからダウンロード

リスペクト型マネジメントの４つの視点は、「園のリーダーのためのリスペクト型マネジメント」シリーズ（大豆生田啓友編著）の
第１巻、多機能化と地域共創については同第３巻で解説されています。

＊

園の未来を握る
リスペクト型
マネジメント

語り合う風土・
ミッションの
共有

個々を活かす
働き方の
マネジメント

職員一人
ひとりの良さ・
個性の尊重

外部（家庭・
地域、自治体）
との協働的
かかわり

お
話
を
う
か
が
っ
た
人

園長
上野奈穂子先生

　

保
育
者
だ
け
で
保
育
を
す
る
の
は
、

あ
る
意
味
で
保
育
の
「
ワ
ン
オ
ペ
」
だ

と
考
え
、
で
き
る
だ
け
地
域
の
多
様
な

方
に
保
育
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ご
縁

が
あ
っ
て
出
会
っ
た
保
護
者
や
地
域
の

方
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
、
深
く
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
私
が
園
長
に
就
任
し
た

当
時
、
園
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
自
分
１

人
の
力
だ
け
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
、

限
界
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
若

い
保
護
者
と
の
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
も

広
が
り
、
自
分
の
保
育
観
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
ズ
レ
て
い
な
い
か
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
介
護
福
祉

士
の
お
母
さ
ん
な
ど
、
私
自
身
の
保
育

の
悩
み
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
保
護
者

地
域
と
の
活
動
に

取
り
組
ん
だ
理
由

ワ
ク
ワ
ク
実
現
の
た
め
の

リ
ス
ペ
ク
ト
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

取
り
組
み
の
経
緯
と
リ
ス
ペ
ク
ト
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

偶然を
地域共創に
活かす【前編】

チャレンジ 4

取り組みの概要

地域住民向けクラブ活動の実施、地域に開
かれた新園舎建設など、多様な地域の方が
集える、地域の拠点になる園づくりに取り
組む。

2

園長に就任後、多様な視点と専門性をもつ
保護者との出会いを活かし、園の活動に
様々なかたちで参画してもらう取り組みを
スタート。

1

今回、実践したのは

所在地：山形県酒田市
定員：150人　職員数：46人
町の概要：山形県の北西部に位置する酒田
市は人口約９万人の港湾都市。雄大な鳥海
山を望み、最上川や日本海という自然に恵
まれた日本有数の米どころで、庄内米や地
酒も全国的に知られている。

社会福祉法人十坂協会
幼保連携型認定こども園
十坂こども園
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プロフィール●大豆生田啓友（おおまめうだ ひろとも）／玉川大学教育学部教授。専門は保育学、乳幼児教育学。こども
家庭庁「こども家庭審議会」委員、「こども家庭審議会 幼児期までのこどもの育ち部会 保育専門委員会」委員長代理、文
部科学省「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」委員等歴任。著書に「子どもの姿ベースの指導計画シリー
ズ」（全３巻）、「園のリーダーのためのリスペクト型マネジメント」（全３巻、すべてフレーベル館）ほか多数。

●
後
編
は
「
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　少子化が急激に進行している山形県で、
定員を150人まで増やし続けていること
は驚異的です。多くの保護者が十坂こど
も園を選び、地域の方も集まる園づくり
は、園の様々な活動に保護者や地域の方
のかかわりを求める園長の思いから始ま
ったといえます。リスペクト型マネジメ
ントの視点から見ると、「外部との協働的
かかわり」があり、園長自身の度量の広
さと、かかわる方々への深いリスペクト
がご縁を引き寄せているとインタビュー
から実感しました。
　上野先生が実践する、地域における保
育のあり方は、現場の保育者にとっても、
子育ての責任を１人で抱え込むことなく、
地域の多様な大人たちに支えられながら

「みんなで子どもを育てる」という、安心
感を得るセーフティネットとして機能し
ています。

相手への深いリスペクトが
ご縁を引き寄せる
大豆生田啓友

園では何十年もヤギを飼育し、地域で
も知られていたので、以前から地域の
方が野菜をヤギに持ってきてくださっ
たりしていました。園舎を新築する際
に考えたのは、「園の入り口の、みんな
の目にとまる場所にヤギ小屋を作ろ
う」でした。みんなの心のオアシスに
なればいいなという素朴な願いからで
したが、登降園の親子だけでなく、地
域の方も見にきてくださっています。
これまで地域の中で長年積み重ねてき
た歴史が、新園舎でも息づいています。

ヤギがみんなの
心のオアシスに

新園舎には、私のこだわりである「大きな土間」
があります。私の心にあるいちばんの原風景
は、幼い頃の公民館や公会堂の大きな土間で
す。土間から数段上がると広い畳の間が広が
っていて、そこで大人たちが集まって楽しそ
うにお酒を飲んだり、語り合ったり、共同作
業をしたりしていました。少子化・過疎化が
進む地域だからこそ、何か用事がなくても人
が集まっていて、ただいるだけで心が温かく
なるようなコミュニティの拠点を園の中につく
らなければならないと確信していました。

ただいるだけで心が
温かくなる大きな土間

酒田市内で人気のカフェを営む保護者とパ
ン屋さんを営んでいた保護者の協力で、地
域の方にコーヒー、パンと焼き菓子の販売
を行う「TOSACAFE」を園内で毎月実施
しています。このパン屋さんを営んでいた
ご主人が非常にユニークな方で、フランス
のパティスリーで働いた経験をおもちでし
た。普通なら出会えないような素晴らしい
クリエイターが仲間になってくれたのです。

保護者の協力で、コーヒーや
パンの販売を実施

　

最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
職
員

た
ち
が
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
働
け

る
環
境
づ
く
り
で
す
。
教
頭
と
主
幹
保

育
教
諭
た
ち
が
、
日
々
の
保
育
で
生
じ

る
微
細
な
問
題
や
、
職
員
１
人
ひ
と
り

の
迷
い
、
不
安
を
、
丁
寧
に
す
く
い
上

げ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
ど
ん

な
に
小
さ
な
課
題
で
あ
っ
て
も
放
置
せ

ず
、
そ
の
日
の
う
ち
に
対
話
を
通
じ
て

ク
リ
ア
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

は
、「
子
ど
も
を
十
坂
こ
ど
も
園
に
預
け

た
い
」
と
当
園
を
選
ん
で
く
だ
さ
り
、

ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。
定
住
の
お
手
伝

い
を
し
た
と
こ
ろ
、「
自
分
も
園
の
た
め

に
働
き
た
い
」
と
園
バ
ス
の
運
転
手
と

し
て
園
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
２
人
の
保
護
者
の
協
力
で
、「
地

域
開
放
・
交
流
事
業
／
子
育
て
支
援
事

業
」
と
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
や
パ
ン
な
ど

の
販
売
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
多
世
代
の
地
域
住
民
向
け
ク

ラ
ブ
活
動
の
実
施
な
ど
、
地
域
に
開
か

れ
た
「
み
ん
な
の
居
場
所
」
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具体的な取り組みについて、上野奈穂子先生に教え
ていただきました。

どのように取り組んだのか

リ
ス
ペ
ク
ト
型

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら

～
語
り
合
う
風
土
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
共
有

注
目
テ
ー
マ
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保育実践の知識や考え方、発想、スキルなど、「保育の
当たり前」を捉え直すうえで役立つ記事を掲載していま
す。気になる記事を園内で共有し、語り合い、試してみ
て、子どもといるワクワクを広げていきましょう。

保育の当たり前を捉え直す

保育内容  INDEX

PICK UP!

PICK UP!

３・４・５歳児　遊びが育つ保育 
ｰ思考力に焦点を当ててｰ
数量にかかわる豊かな体験

P.36

やってみよう！
子どもの姿ベースの指導計画
生活と遊びをつなげて考える

P.40

０・１・２歳児 
保育者のセンス・オブ・ワンダー
～子どものみかた～
そうだったのか！

保育環境 
音環境から考える　
保育者のかかわりと子どもの発達
こんな声が聞こえていますか？
‒目指す音環境とは‒

P.38

P.34

遊びや生活の中で、子どもが「数えたい」と
思う場面はどこにあるでしょうか。今月は栽
培物の収穫から数量に関する興味や関心につ
ながった事例についてご紹介します。

土や花壇を１年かけて作った後、次の年に苗
を植え、その後はどんなふうに手をかけてい
けばいいでしょうか。その考え方や具体的な
手法を紹介します。

ルーティン業務から脱却！
保育の “ あたりまえ ” 見直し術
「午睡＝パジャマ」、
令和もまだ続けますか？

P.48

エコロジカルな園庭へ
再生のための実践ゼミ
小さな生態系こそ手入れをしたい

P.44

子どもといる
ワクワクが
広がる！
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『保育ナビ』 は公式サイト や SNS でも様々な情報を配信しています。
より早く、より詳しい情報をぜひともチェックしてみてください。

セキュリティ強化のため、公式サイトの URL を以下の通り変更しています。
https://hoiku-navi.froebel-kan.co.jp/
2025年４月号以前の誌面やチラシ等に掲載されているURLにつきましては、現在は弊社での運用を終了しており、一切関係が
ございません。現在、旧URLにアクセスすると外部のサイトが表示される状況となっております。読者の皆様におかれましては、
旧URLへアクセスしたり、表示されたサイトで個人情報の入力等を行ったりしないよう、十分にご注意をお願いします。

『保育ナビ』  編集部からの
お知らせ

Facebook InstagramYouTube

Information

公式サイト

公式サイトやSNSで保育最新情報をチェック！

『保育ナビ』公式サイトのURL変更に伴うご注意
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第 1章　危機管理、考え方の3つの柱
第 2章　おさえるべき、「安全」のための６つの基本
第 3章　しっかり意識したい９つのポイント

第 4章　危機管理意識を根付かせるために
第 5章　職員を「守る」ためにも知っておきたいこと

Contents

マンガでわかる！
保育者の意識を育てる
園の危機管理のポイント

2026年
10月刊行

短い時間で要点がつかめるように
「マンガ」と「理論」をワンセットに！

18のリアルな事例をわかりやすく整理。
保育者が学ぶべきポイントを紹介！

本書の特長

フレーベル館 新刊のご案内

園の危機（安全）管理においては、これだけをやってい
れば大丈夫という解決法がないからこそ、保育者一人ひ
とりに高い危機（安全）管理意識が求められます。
現在の危機管理は「情報戦」。まず、知識（情報）が
重要と言われます。本書では、園内で共有しておくとよ
い項目を網羅的にカバー。段階的、かつ、それぞれの
関連性が理解しやすいよう整理しました。情報不足を補
いながら、基本的な考え方を身につけ、園の安全体制
を整えていく際、役立ちます。

著者：脇 貴志
        （株式会社アイギス）

マンガ：アベナオミ

安全は、保育内容に
優先します。

子どもたちがもっと
安心して生活できる園に！

❶ ❷

8 この本を読み進める前に 9 20 第 2章　押さえるべき「安全」のための６つの基本 21

　2023（令和5）年４月１日より、すべての

保育施設に安全計画の策定が義務化されまし

た。通常、何か新しい規制を国や自治体が制

定した場合、はじめの１年間は世の中に知ら

しめる期間として扱われます。その期間が終

了後、ペナルティ等が課せられるというのが

通例です。つまり、2024（令和6）年４月１

日より、安全計画策定についての責任が問わ

れるようになったということです。

　この義務化は、これまでのものとは、少し

違っている部分があります。これまでの通達

などは、形として何かがあれば良かったもの

が多かったように思います。行政担当者が監

査等で園に来て、「〇〇のマニュアルはありま

すか？」「はい。これです」で通っていました。

しかし、もうこれでは通らないと考えられま

す。

　2022（令和4）年12月15日に厚生労働省

より発出された事務連絡「新省令に基づく安

全計画策定の規定内容について」には、いく

つかのポイントがあります。（以下、抜粋）

・保育所等を利用する児童の安全を確保する

ための取組を計画的に実施するための計画

を策定しなければならない。

・安全確保ができるために行う指導に関する

こと、安全確保に係る取組等を確実に行う

ための職員への研修や訓練に関することな

どを計画的に行うためのものであることが

求められる。

・策定した安全計画について、施設長など保

育所等の運営を管理すべき立場にある者は、

（中略）保育士等の職員に周知するとともに、

研修や訓練を定期的に実施しなければなら

ない。

　以上の内容を読み解くと、安全の計画を作

るのではなく、保育時間のどの時間を切り取っ

ても安全対策を講じることができる職員を育

成するための研修、訓練計画を作成し、実施

しなければならなくなったことがわかります。

　それを実施するために、保育現場に安全対

策が実行できる職員を配置することが義務付

けられたということです。さらに、その責任

は施設長等が担うことも明記されています。

ここまで明確に保育現場に安全対策を求めた

事務連絡は初めてではないでしょうか。

　今回の安全計画は、「実効性のあることを実

行する」ということが求められているのです。

実践的な安全計画を策定するためには、事故

を知ることから始まります。人材を育成する

ためには人と時代を知ることから始まります。

　本書では、保育現場で実効性のある対策を

実行できる人材を育成するのに必要なテーマ

を取り上げ、解説していきます。保育現場で

求められる「安全」への対応は、「危機」の

多様化で、年々個別具体化してきていますが、

ポイントを押さえて着実に行っていけば必ず

対応できますので、一緒に頑張りましょう。

マニュアルだけでは
不十分に

実効性のある
対策のために

ど
の
よ
う
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま
す
か
？

保
育
時
間
中
に

発
生
す
る
事
故
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
か
？

そ
の
想
定
に
基
づ
き
、

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
ま
し
た
か
？

そ
れ
ら
の
安
全
対
策
が

実
行
で
き
る
よ
う
に
、

職
員
に
は

ど
の
よ
う
に
研
修
を

し
て
い
ま
し
た
か
？

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

ま
た
、
そ
れ
ら
の
安
全
対
策
が

実
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

常
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
か
？

ど
ん
な
研
修
を

し
て
い
ま
し
た
か
？

こ
れ
ら
が

ま
と
め
ら
れ
た

安
全
計
画
を

見
せ
て
く
だ
さ
い

あ
…
…

そ
こ
ま
で
は
…
…

は
いマ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
す
。

〇
〇
や
△
△
を
し
て
い
ま
し
た

事
故
が

発
生
し
た
場
合

  

安
全
計
画
策
定
の

  

義
務
化
後

  

安
全
計
画
策
定
の

  

義
務
化
前

事故調査
委員会

事故調査
委員会

事故後、問われる内容がより具体的に

いざという時、実行できるか
ポイント

１ 安全計画策定の義務化

10 第 1章　危機管理、考え方の3つの柱 11

園内の危機管理意識を高めていくには、
保育者一人ひとりが、日頃からどのような点に

目を向けておくべきなのでしょうか。
まず、共通認識づくりの土台となる
考え方の３つの柱を紹介します。

危機管理、
考え方の3つの柱

第 1 章

１  リスクアセスメント 
２  知識不足を防ぐ
３  バイアスを意識する

82 第 5章　職員を「守る」ためにも知っておきたいこと 83

　昨今、様々な業界でカスタマーハラスメント

（カスハラ）の事例が報告されています。東京

都では2025（令和７）年4月に条例を施行し、

その中でカスハラを「就業者の人格又は尊厳を

侵害し、就業者の就業環境を害するとともに、

事業者の事業の継続に影響を及ぼすもの」と定

義しました。以前から保育業界でも、理不尽な

要求を突きつけてくる、いわゆるモンスターペ

アレントに園としてどう対応するかが問題視さ

れてはきました。では、このカスハラについて

はどうでしょうか。今回、保育業界ならではの

事情も踏まえながら対応策を整理します。

利用者の過度な要望にどう対応するのか
～ 保育における「カスタマーハラスメント」を考える ～

１ カスタマーハラスメント対応

　日本はサービスの国だったと私は思います。

お客様の要望は絶対。お客様をどれだけ喜ば

せるかが企業価値、という時代が長く続きま

した。優秀な企業を表す指標の１つには「CS（顧

客満足度）」が掲げられ、どれだけお客様を満

足させたのかということが競われました。

　しかし、時代は転換します。少子化の影響

環境の整備に躍起になります。セクハラ、パ

ワハラなど退職につながる要素はすべて排除

していきます。しかし、そこまで気をつかって

育ててきた従業員も、今度はお客様に攻撃さ

れ、場合によっては精神を病み、退職してい

くようになりました。

　労働者が働いている間は、所得税や社会保

険料が国に入ってきます。しかし、労働者が

働けなくなったら、労災保険給付や生活保護

費などが国から出ていきます。ただでさえ社

会保険の収支が悪化していくなか、労働者が

失業者になるのは新たなる出費を生みます。

そこで、政府は労働者を顧客のハラスメント

（カスタマーハラスメント）から守ることを事

業者に義務づける方向に動き始めたのです。

　すでに東京都、北海道、群馬県、三重県桑

名市では、カスハラ防止条例が成立し、2025（令

和７）年４月１日より施行されています。この

条例により、上記自治体に存在する事業者には

カスハラ対策を講じる義務が課せられました。

これは、保育事業者も例外ではありません。

もあって働くことができる人の数が少なくな

り、すべての事業体が従業員不足に陥りまし

た。ここで「ＥＳ（従業員満足度）」という指

標が登場します。すべての事業体がＥＳを向

上させ、従業員確保に力を注ぎ始めます。

　つまり、「お客様は神様」から「従業員様は

神様」の時代へ突入したわけです。

　従業員１人を確保するのに70～ 100万円

のコストがかかり、なかには仕事を覚える前

に退職代行会社を使って辞める人たちも出て

きました。そのような状況を改善しようと、事

業者側は従業員の居心地を良くすべく、職場

❶ 「カスタマーハラスメント」とは何か　

　カスハラ防止条例が施行されても、顧客の

クレームが禁止されたわけではありません。

そもそもクレームとは、顧客自らがもつ権利の

主張のことを言います。

　例えば、レストランでは顧客は注文した料

理を食べる権利を有しています。皆さんが、

和食レストランに行ってアジフライ定食を注

文したとします。その定食には茶わん蒸しが

ついています。数分後、注文した定食が来たら、

茶わん蒸しがついていません。

　そこで、「茶わん蒸しがついていたはずなの

ですが」と店員に言います。これがクレーム

です。茶わん蒸しを食べる権利を有していた

が、店側が提供しなかったので、権利を主張

したわけです。

　クレームを受けた店側は、もともと顧客が

もっていた権利を保障すればいいので、茶わ

ん蒸しを持っていけばクレーム対応完了、と

いうわけです。ここで、顧客側が「茶わん蒸

しをつけ忘れたのだから、会計をタダにしろ」

という主張をすれば、それは権利を超えたも

のになるので、カスハラになるということです。

❷ どこまでがクレーム？ どこからがカスハラ？

いくつもの自治体で、
カスハラ防止条例が成立

「お客様は神様」から
「従業員様は神様」の時代へ

時代の転換点を
迎えた社会

（事業者の責務）
第九条　事業者は、基本理念にのっとり、カスタ
マー・ハラスメントの防止に主体的かつ積極的に
取り組むとともに、都が実施するカスタマー・ハ
ラスメント防止施策に協力するよう努めなければ
ならない。

2 　事業者は、その事業に関して就業者がカスタ
マー・ハラスメントを受けた場合には、速やかに就
業者の安全を確保するとともに、当該行為を行った
顧客等に対し、その中止の申入れその他の必要か
つ適切な措置を講ずるよう努めなければならない。

3 　事業者は、その事業に関して就業者が顧客等
としてカスタマー・ハラスメントを行わないように、
必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

『東京都カスタマー•ハラスメント防止条例』
（抜粋）　令和6年10月11日条例第140号（令和7年4月1日施行）

若手もベテランも園全体で危機管理意識をアップ！




